


















































































































































































































































J弩,DDDUp｡､BbquQD|二葉二|雪 0■エ 男:,+８．.霧｢炉.㈱Ｆｌ－－.可1-…Ｐ.､鰄鱸}|熱‐ｒ侭シリ●閂’御ウンロー I綱i蕊Ｍｉコツ，?笈ilr･cYY．｡Z凸hnq幻1頭｡UDI月[ＤＢＬ・△酢 ■ﾛ埣竺竺磯■③■ )i灘i認恩路鶏惑織鐇;鮒
Tm.名や心JQ6lU￣凸 ＋』 剋可7ｍ
図６素材検索画面（機能）の概要 図７素材検索画面
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_蝋 識 1２素材鵠知 ４鐵銅歴 蕊 ５７理学部 1８
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図９教材のイージーオーダー化
おわりに
今回開発したシステムは，階層的な管理の導入によ
り，教材もそれを構成する素材もすべて素材として取
り扱うことで，同一システム上で効率的な管理が可能
にしましたまた，多様な素材管理，情報管理を取り
入れ，素材のファイル形式や学問分野にとらわれず，
教員が自由に素材を登録し,利用することができます．
また，本システムを利用した教材のイージーオーダー
化サービスでは，素材の再利用化促進，教員の負担軽
減を実現しました今後，数多くの教員の教材作成へ
の参画が期待されます．また，紙面の関係で触れませ
んでしたが，大切な素材．及び素材情報を守るために
常にセキュリティの確保を重視して，一貫したセキュ
リティ対藝策を行いました．
本システムは平成１７年７月にテストバージョンが
完成し，以来，関係者間で公開に向けて各種テスト
を経て改良を重ねてきました．広報が皆さんのお手
元に届くころには，素材も充実し，また，使用マニュ
アル等も完成し，学内ユーザ向けにシステムが公開
されていることと思います．今後は，ＬＭＳ（Leaming
ManagementSystem）との連携や，学外機関との連
携等について検討していきます．
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学術情報部門では，各部局，研究室で蓄積された実験データや
学術情報・電イ文書の効率管理･運用，データベース，ネットワー
クを通じた情報発信に必要な情報検索・閲覧システムの構築支援・
技術11｣談を行っております．今回紹介したe-Learning素材管理シ
ステムも当部門が椛築支援を行ったものです，
･ＤＢに関する質問・相談：
E-mail:dbadmin＠gipckanazawa-u･acJp
･学術情報部門Ｗｅｂサイト：
URLhttp://www-dbgipc,kanazawa-u､acJp
なお，教材作成支援に関しましては，ＩＴ教育推進プログラムの
Ｗｅｂサイトを御参照願います．
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